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生産技術部

青ウメ新品種「翠豊(すいほう)」を育成しました

県内の青ウメは、主産県の「南高」より早く収穫できる「白加賀」が主要品種ですが、収量が安定し

ません。そこで、「白加賀」に代わる収量が安定して高品質な青ウメ品種を育成しました。

１ 育成経過

平成９年に播種した「白加賀」の自然交雑実生（621個体）から選抜した

78個体の特性を調査しました。その中から、収穫時期は「白加賀」と同時

期、果実重は「白加賀」と同程度の大きさで、ヤニ果の発生が非常に少な

い１個体を選抜し、平成25年に新品種候補としました。その後、収量調査

を続け、年間の平均収量が約2.5t/10aと高く推移したことから、有望と判

断し、「翠豊」と命名して、令和３年３月15日に種苗法に基づき品種登録

出願し、同年６月29日に品種登録出願公表されました（出願番号第35292

号）。現在、国による現地調査が終了し、品種登録に向けて審査中です。

当所では生産現場への普及に向けて、普及指導部や県果樹組合連合会と連

携して、現地試験に取り組んでいます。

２ 品種の特徴

・開花盛期は「白加賀」より10日程度早く、「南高」と同時期の２月20日頃です。収穫は「白加賀」と

同じ５月下旬から始まり、６月上旬に盛期を迎えます（表１・図１）。

・収量は毎年安定していて、令和２年までの平均で約2.5t/10ａと「白加賀」の２倍以上になります

（図２）。

・果実の大きさは32gと「白加賀」と同程度で、果実の表面にゼリー状のヤニが付くヤニ果の発生が少な

いため、きれいな果実が多く収穫できます（表１・図１） 。

図２ ３品種の収量(kg/10a)（2016～2020年）

品種名は、果皮の鮮やかな緑色を表す「翠（み

どり）」と、収量が多いという豊産性の「豊」を

組み合わせて「翠豊」と命名しました。

３ 品種名の由来

品種名
開花 収穫

最盛期z
収量

(kg/10a)
果実重
(g)

核重率
(%)

ヤニ果率y

(%)
日焼け果率

(%)始期 盛期

翠 豊 2月 9日 2月20日 6月 2日 2704 32.8 10.4 1.2 3.8
白加賀 2月20日 3月 2日 6月 2日 607 31.9 8.4 3.5 2.6
南 高 2月 7日 2月19日 6月18日 2620 34.3 8.8 0.7 20.6
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表１ 「翠豊」の開花期、収穫最盛期、収量および果実品質（2020年）

z：収量が全体の50%となる日を収穫最盛期とした
y：ヤニ果率は外ヤニ果の発生率を示す

図１ 「翠豊」の果実（上）
と開花状況（下）



かながわトマトICT活用ガイドを作成しました
ICTプロジェクトチーム

地域特産物の農商工連携によるブランド化の経済効果
企画経営部

平成28年度から取り組んだ施設トマト栽培でのＩＣＴ（Information and Communication 

Technology）を活用した環境制御技術の試験成果を取りまとめて「かながわトマトICT活用ガイド」

（図３）を作成しました。ＣＯ２施用や飽差制御など実際の測定値や生育データを用いて、ＩＣＴの導

入効果や活用方法を具体的に記載しています。経験や勘だけではなく、栽培環境と生育状態を見える

化することで、栽培管理を最適化し、収量や品質を向上させて収益を上げることを目指しています。

当所で育成したカンキツ「湘南ゴールド」は、味と香りに特徴があり、食品加工製造業者のニーズが

高く、令和元年に調査した時点では、30社から菓子、飲料など57商品が販売されています（図４）。企

画経営部では、「湘南ゴールド」を原料とした加工品製造の事例調査を行い、農商工連携によるブラン

ド化の経済効果を推定しました。

調査対象の12業者が「湘南ゴールド」の加工品を製造販売することにより、原料価格の約 50 倍の売

り上げ効果があったと試算されました。また、果汁やピューレなど、年間を通して供給が可能となる一

次加工品の製造によって連携相手が増加し、地域の経済効果が高まることがわかりました（図５）。

さらに、６次産業化シミュレーターLASTS*を用いた分析の結果から、農業サイドが一次加工を行うこ

とで、農業の経済効果が高まることが確認されました。

これらの結果をもとに、農業技術センターでは６次産業化を今後も支援していきます。

本ガイドは、「多収のための栽培管理」、「糖度向上のた

めの栽培管理」、「土耕栽培における栽培管理」、「経済性

評価」、「参考データ」で構成しました。例えば、ＣＯ２ 利

用では、施用する時間設定や換気中にＣＯ２ の漏出を防ぐた

めの濃度設定など、試験中に試行錯誤してきた内容を盛り込

み、できるだけわかりやすく解説しています。「すでに環境

制御機器を導入しているのに、十分に使いこなせていない」、

あるいは「効果がよくわからないので、環境制御の機器導入

を見合わせている」といった生産者向けに作成しましたので、

是非、参考にしていただければと思います。当所のホーム

ページからpdfファイルをダウンロードできます。

URL:https://www.pref.kanagawa.jp/docs/cf7/cnt/f450008/tomato_ictguide.html

かながわブランド、かながわ産品の情報を発信しているホー
ムページ「かなさんの畑」で‘湘南ゴールド’の加工品を紹介し
ています。

＊農研機構が６次産業化での新商品開発の取り組みの経済的評価・売上予測・課題の解決策の提示を目的に開発したExcel
で動くシミュレーター

https://kanasan-no-hatake.jp/syonan_gold.html
下方にあるこのバナー↓をクリック

図３ ICT活用ガイド

図４ 「湘南ゴールド」加工品情報 図５ 「湘南ゴールド」加工流通の流れ

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/cf7/cnt/f450008/tomato_ictguide.html
https://kanasan-no-hatake.jp/syonan_gold.html


肥料費高騰に対応した茶の施肥コスト削減の取り組み

足柄地区事務所

普及指導部

鳥獣被害に強い青パパイヤの栽培に対する支援

秦野市では、イノシシやシカによる野菜等の食害が問題になっていま

す。そこで、イノシシやシカの出没が想定されるほ場で、鳥獣被害が少

なく、栽培が容易である上に、果実に消化酵素を多く含み消費者の関心

も高い青パパイヤの露地栽培が行われています（図６）。

普及指導部では、ほ場の外側に自動撮影用トレイルカメラを設置した

ところ、画像にはイノシシ等の姿は確認されず、青パパイヤの被害も認

められませんでした。

図６ 栽培中の青パパイヤ

図７ ＪＡはだの直売施設
「じばさんず」の売場

コロナ禍による茶葉の価格低迷や肥料価格の高騰により、生産現場では生産コストの削減と苦土石灰

を施用しない生産者が増えたことに伴い、強酸性化した茶園土壌の改良が課題となっています。

足柄地区事務所では、課題解決策として生産費に占める割合が高い肥料費に着目しました。県内の多

くの産地では一番茶のみの収穫にシフトしていますが、施肥体系は二番茶以降の収穫を前提としたもの

であるため、見直した施肥体系が表２です。夏肥に混合堆肥複合肥料を用いることで施肥回数、窒素成

分量の削減と塩基類を補給し、秋肥は配合肥料や苦土石灰を安価な粒状発酵鶏ふんで代替し、不足する

窒素成分量を尿素で補っています。これにより、従来の施肥体系に比べて窒素成分量は５kg削減でき、

肥料費は従来の６割となり、粒状発酵鶏ふんで土壌pHの矯正と苦土石灰分の補給に寄与します。

見直した施肥体系に対する生産者の関心は高く、現在、生産現場への普及を促進するため、現地実証

試験を行い、品質や収量を調査しています。

春肥 芽出し肥 夏肥 土壌改良＋秋肥① 秋肥②

肥料名 新IB入り足柄茶配合 硫安 エコレット０５５ 粒状発酵鶏ふん 尿素

施肥量/10a ５袋 ２袋 ４袋 10袋 １袋 合計

成分量(kg) Ｎ 18.0 8.4 8.0 3.7 9.2 47.3

Ｐ 3.0 4.0 8.1 15.1

Ｋ 3.0 4.0 7.0 14.0

※赤字は従来の施肥体系から見直した箇所

表２ 見直した施肥体系

収穫された果実は、ＪＡはだの直売施設「じばさんず」での販売

（図７）のほか、食育の一環で市内の小学校等の給食にも取り入れら

れています。

青パパイヤは、鳥獣被害対策として有効な作物であると考えられま

すので、今後も、優良品種の選定や作型を検討し、安定生産を支援し

ていきます。



生産技術部

「湘南ポモロン」シリーズに「ショコラ」が加わりました

発行 神奈川県農業技術センター
〒259-1204 平塚市上吉沢1617 電話 (0463)58-0333 FAX(0463)58-4254
HPアドレス http://www.pref.kanagawa.jp/docs/cf7/cnt/f70030令和４年９月

「湘南ポモロンショコラ」は平成20年度から育成を開始し、

令和３年度に生産者の協力を得て行った現地試験（藤沢市、

寒川町）で「お客さんの評判が良い」と高く評価された品種

です。「湘南ポモロンショコラ」は果重が50g程度の中玉ト

マトで、最大の特徴は、トマトでは珍しい茶色の果実色です。

果実はやや柔らかく、糖度は大玉トマト並みに高いので、生

食向きの品種です。令和３年12月22日に種苗法に基づく品種

登録出願し、令和４年３月30日に品種登録出願公表されまし

た（出願番号第35906号）。

生食と加熱調理兼用という斬新なコンセプトをもつ「湘南ポモロン」シリーズ。生食での食味等を改良

した赤色果実の「湘南ポモロンレッド３５Ｒ」、黄色果実の「湘南ポモロンゴールドＧ４」を育成しまし

た（令和元年11月27日品種登録出願）。そして、新たに茶色果実で生食で美味しい「湘南ポモロンショコ

ラ」（図８）が仲間入りしました。

所内と現地試験の結果から、品種に合った栽培管理や病害虫防除のポイン

トをまとめた「湘南ポモロンの栽培技術・機能性表示の手引」（図９）を作

成しました。「湘南ポモロン・レッド」は、機能性成分である赤い色素成分

のリコペンを一般的な大玉トマトの約1.5倍含んでいます。手引には、リコ

ペン含量を確保するための追熟方法、機能性表示食品としての利用方法、消

費者・実需者調査の結果、美味しい食べ方などについても記載しています。

当所のホームページからpdfファイルがダウンロードできますので、是非、

ご覧ください。

URL:https://www.pref.kanagawa.jp/docs/cf7/cnt/f450008/pomoron_tebiki.html

「湘南ポモロン・レッド」は、成熟に伴う果実色の変化とリコペ

ン濃度の増加に一定の関係があります。そこで、果実の赤色程度か

ら熟度を判定し、リコペンが十分に蓄積した果実がわかる「湘南ポ

モロン・レッド」 専用のカラーチャート（図10）を作成しました。

リコペンを機能性成分とした機能性表示食品の届出にも活用できま

す。利用を希望される場合は、生産環境部品質機能研究課へお問い

合わせください。

図８ 湘南ポモロンシリーズ

図10 カラーチャート

湘南ポモロン機能性表示プロジェクトチーム

湘南ポモロンの手引、「湘南ポモロン・レッド」の
カラーチャートを作成しました

ゴールド

現在、県内の種苗業者で組織する「神奈川県種苗協同組合」と連携して、種苗供給に向けて準備を進

めています。

図９ 手引

レッドショコラ

http://www.pref.kanagawa.jp/docs/cf7/cnt/f70030
https://www.pref.kanagawa.jp/docs/cf7/cnt/f450008/pomoron_tebiki.html

